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理事長　鈴 木　恂 子
8

ー多世代相互体制　の循環ー

　税と社会保障の一体改革のなかで、消費税増が決定し、社会保障についても切れ目のない制度として特に子育て支援などが強調さ
れていますが、医療や介護が成長産業として有料化が進んだり、子育て支援も受益者負担が伴うようで、誰もが安心して子育てがで
きる、老いることができるとは言い難い状況です。
　私ども社会福祉法人多摩同胞会は 1946 年 12 月に財団法人としてスタートし、その後社会福祉事業法ができ、1952 年 5 月に社会福
祉法人の認可を受けました。その後施設の根拠法も変遷しながら、今日では児童福祉法の母子生活支援施設（旧・母子寮）、老人福祉
法の養護老人ホーム、特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）を中心に、施設を拠点とした以下のような事業を展開しています。
　その事業に関わる利用者、職員を年齢分布でみてみますと、実に切れ目なく誕生から 100 歳を超す多くの人々が存在しています。

　成長期に母子生活支援施設で過ごし、福祉に関心をもち職員として高齢者を支援したり、母親として介護職員になったり、逆に働
いていた元職員や地域で活動されていた方が特別養護老人ホームのご利用者になったりすることは至極当たり前の循環です。
　このようにすでに児童福祉法や老人福祉法のもとで、福祉施設を拠点としてゼロ歳から100歳までの人々の営みが形成されてきました。
　この表にはまとめきれなかったボランティアのみなさんの活動や、自治会・老人クラブのご支援、また小学生から大学生に至る行
事などへの参加やご招待、体験学習、企業社員の研修、ご家族の活動など多様な参加、ご支援もいただいています。
2015（平成 27）年の制度改革では「地域包括ケアシステム」の構築がテーマになっていますが、福祉施設で培ってきた多世代相互体
制の循環を地域活動に更に生かしていくことを考えたいと思います。
　そして所得の多くない方も、サービスを選択することができない方も安心して生活できる社会をめざしたいものです。

※ 2013 年 10 月利用実績による。年齢は 2013 年 10 月 1 日現在。
※（　　）内は実施拠点。泉：泉苑　・あ：あさひ苑・緑：緑苑（信愛寮含む）・連：かんだ連雀・岩：岩本町ほほえみプラザ
※☆ 1：府中市から地域包括支援センターが委託を受けて実施しています。65 歳以上の介護保険制度を利用していない方で、生きが　　いづくりを必要とする方に、体操などさまざまな活動を行います。
※☆ 2：定期巡回随時対応型訪問介護看護（連）。2012 年に創設された介護保険の新しい事業で千代田区指定の地域密着事業です。　　ご自宅を訪問し、介護の援助、食事の準備や服薬の確認、安否確認等多岐に渡る援助を提供するとともに随時の相談、支援を行います。
　　　　また、必要な方には医師の指示書のもと、連携先の訪問看護ステーションから訪問看護も提供します。

（編集：法人事務局　青木　志乃）
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児
童

 

　

福
祉

母子生活支援施設
●●● ●● ● ・・ ・ ● ● ・・・・・ 

・・・・
・・・・・ 
・・

・ ・ ・ ・ 子
：69

子：
5.4 歳

（白鳥寮・きずな） ・・・・・・・ ・ ・ 母
：43

母：
34.2 歳

職
員

常 勤 職 員

・・・ ●● ●●● ●●●● ● ● ● ● ● 
●●

● ● ● ● ● 
●

●●●● ●●● ●● ● ・・

371 40.7 歳・・・・・ 
・・・

・ ・ ・ ・ ・ 
・・

・ ・・ ・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ 
・・

・ ・ ・ ・ ・ 
・・・

・ ・ ・ ・ ・ 
・・・

非 常 勤 職 員

・・・・ ●●● ● ● ● ●● ●●● ●●● ●● ● ● ● ● ● 
●

● ● ● ● ● ●

328 50.1 歳・・ ・・・・・・・・ ・・・・・ 
・

・・ ・・・・ ・・・ ・・・・・ 
・・・・

・・・・・ 
・・・

・ ・

高
齢
者
福
祉

地域デイ（☆ 1） ・ ・ ●● ●●● ●●●●● ●●●●● ・・・・・ 
・・・

・

177 81.8 歳
（ 泉・ あ・ 緑 ） ・ ・・・・・ 

・・
・・・・・ 
・・・

居 宅 介 護 支 援
・ ・ ・ ・ ・ 
・・

● ● ● ● ● ● ● 
●

● ● ● ● ● 
●●

● ● ● ● ● 
●●

● ● ● ● ● ● ・ ・ ・ ・ ・ 
・・・・

344 83.3 歳
（ 泉・ あ・ 連 ） ・・・・・ 

・・・
・・・・・ 
・・・

・・・・・ 
・

・・・・・ 
・・

・・・・・ 
・・

・・・・・ 
・・・・

・・・

訪問介護（あ・連） 
定期巡回（連）( ☆ 2)

・ ・・・・・・ ● ● ●● ● ・・・・・・・

87 83.8 歳・・・・・ 
・・・

・・・・・ ・・ ・・・・・ 
・・・

通 所 介 護 ・ 
認知症対応型通所介護

・・ ・・・・・●● ●●●● ● ● ● ● ● 
●●●

● ● ● ● ● 
●●●●●

● ● ● ● ● 
●●●

●● ・・・・・ 
・・

412 85.9 歳
（泉・あ・連・岩） ・・・・・ 

・
・・・・・ ●●● 

・・・
・・・・・ 
・

・・・・・ 
・・・

短期入所生活介護 ・ ・・・ ● ●● ●●●● ● ● ● ● ● 
●

● ● ● ● ● ● ・・・・・ 
・・・・

・

232 86.1 歳
（泉・あ・緑・連・岩） ・ ・・・ ・・・・・ 

・・・
・・・ ・・・・・ 

・
・・・・・ 
・・

特別養護老人ホーム ・ ・・・・ ● ●●●● ● ● ● ● ● 
●

● ● ● ● ● 
●●●

● ● ● ● ● 
●●

●●● ●

346 86.4 歳
（泉・あ・緑・連） ・・・・・ 

・・・・
・・ ・・・・・ 

・
・・・・・ 
・・・・

・・・・・ ・・・・ ・・・・・ 
・

養護老人ホーム（緑） 

ケ ア ハ ウ ス（ 岩 ） 

グループホーム（岩）

・・・・・ 
・・

・・・・・ 
・・

●● ● ● ・・・ ・

73 85.9 歳・ ・・・・・ 
・・

・・・・・ 
・・

人数計 35 22 10 9 53 64 71 96 91 83 70 57 99 89 114 226 369 459 319 101 44 1 2,482 
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2013年韓国交換研修報告
　

韓
国
の
一
松
（
イ
ル
ソ
ン
）
学

院
と
多
摩
同
胞
会
と
の
職
員
交
換

研
修
も
今
回
で
８
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
ソ
ウ
ル
市
内
と
あ

の
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
の
撮
影
地

と
し
て
有
名
に
な
っ
た
春
川
（
チ

ュ
ン
チ
ョ
ン
）
市
の
高
齢
者
施
設
、

母
子
・
青
少
年
施
設
そ
れ
ぞ
れ
で

実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

福
祉
館
や
青
少
年
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
社
会
福
祉
士
の
方
々
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
相
互
信
頼
関

係
の
も
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
必

要
と
感
じ
た
事
を
事
業
や
制
度
に

押
し
上
げ
て
い
く
実
行
力
、
交
換

研
修
で
来
日
さ
れ
た
一
松
学
院
職

員
が
多
摩
同
胞
会
の
視
察
で
良
い

と
思
っ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
実
践

さ
れ
て
い
る
機
動
力
を
目
の
当
た

り
に
し
、
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
々
も
韓
国
の
皆
さ
ん
の
パ
ワ

ー
に
感
動
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
具
体
的
に
自
分
達
の
施
設
で

行
動
に
移
し
、
次
期
研
修
団
が
来

日
し
た
際
に
、「
私
た
ち
も
韓
国

を
参
考
に
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

始
め
て
い
ま
す
！
」
と
い
う
こ
と

が
堂
々
と
言
え
る
よ
う
に
し
た
い

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
団
員
一
同
、

こ
の
研
修
で
得
た
物
を
そ
れ
ぞ
れ

の
業
務
の
中
で
一
つ
ず
つ
で
も
形

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
野
尻
）

　

韓
国
は
、
日
本
と
比
べ
て

地
域
の
サ
ポ
ー
ト
意
識
が
高

い
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

私
が
小
さ
か
っ
た
頃
の
環
境

に
似
て
い
て
、
何
と
な
く
懐

か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
社

会
福
祉
士
は
、
地
域
の
サ
ポ

ー
ト
を
上
手
く
活
用
し
、
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
し

た
。
私
も
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
通
し
て
関
わ
る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
方
々
が
安

心
し
て
在
宅
生
活
が
営
め
る

よ
う
に
、
地
域
社
会
と
の
連

携
と
工
夫
が
必
要
だ
と
感
じ

ま
し
た
。�

（
峯
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
員
と
し
て
、
韓
国
の

介
護
予
防
や
地
域
と
施
設
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
学
ん
で

き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
福
祉
の
法
制
度
が

未
整
備
の
部
分
で
は
、
日
本

以
上
に
人
と
人
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、
人
の
力
を
活

か
し
て
地
域
を
良
く
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

私
も
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
一
員
と
し
て
、
地
域

の
力
を
活
か
し
人
と
人
の
つ

な
が
り
を
さ
ら
に
強
く
で
き

る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
で
す
。�

（
小
畑
）

研修プログラム

10月 21日（月） 一松学院法人説明、歓迎晩餐

10月 22日（火） ヨンドンポ老人総合福祉館
事業紹介、見学
在宅高齢者統括管理センター詳細事業紹介
同好会の奉仕活動及び奉仕団とのミーティング
在宅高齢者統括管理センター詳細事業紹介
家庭訪問
冠丘区保育情報センター

10月 23日（水） ハンリン青少年福祉センタープログラム紹介
Happy zone 事業紹介、訪問

10月 24日（木） シンリン総合社会福祉館
福祉館及び事業紹介
福祉館見学
プログラム紹介、
地域住民組織化事業 ( ミーティング）
事業及び評価体系説明
研修まとめ
送別晩餐

10月 25日（金） 帰国

　

韓
国
は
こ
の
研
修
で
初
め
て

行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
福
祉
の
視
点
か
ら
海
外
の

施
設
な
ど
を
見
学
す
る
こ
と
も

初
め
て
で
し
た
。
訪
問
食
事
サ

ー
ビ
ス
は
韓
国
で
も
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
泉
苑
と
大
き
く
違

う
点
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
配
達

を
し
て
、
そ
の
利
用
者
の
状
態

把
握
に
努
め
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
訪
問
食
事
利
用
者

に
対
し
て
の
外
出
支
援
も
良
い

も
の
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

日
本
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ

り
方
を
改
め
て
考
え
ま
し
た
。

（
岩
渕
）

　

韓
国
研
修
で
は
、
韓
国
の
福

祉
全
般
の
業
務
の
話
し
を
聞
き
、

現
場
で
の
体
験
を
さ
せ
て
も
ら

う
中
で
、
制
度
や
文
化
の
ざ
ま

ざ
ま
な
違
い
を
学
び
、
感
じ
ま

し
た
。

　

利
用
者
や
地
域
で
生
活
す
る

方
々
が
主
体
的
に
動
き
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
さ
か
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で

し
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
士
や

職
員
が
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を

持
ち
、
仕
事
を
し
て
い
る
こ

と
に
共
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、

H
appy�Z

one

（
低
所
得
者

世
帯
の
中
高
生
の
放
課
後
の
居

場
所
づ
く
り
）
で
は
、
子
ど
も

達
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
達
の
笑
顔
は
万
国
共
通

で
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。�

（
白
井
）

　

韓
国
で
は
社
会
福
祉
士
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
の
役
割
を
大
き
く
担
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
奉
仕
団
の
方

と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
「
社
会

福
祉
士
が
、“
人
が
人
を
”
思

い
合
う
町
づ
く
り
を
し
て
く
れ

る
」
と
い
う
意
見
が
と
て
も
印

象
に
残
り
ま
し
た
。

　

不
登
校
児
や
退
学
に
な
っ
た

児
童
へ
の
支
援
、
低
所
得
者
世

帯
の
青
少
年
へ
の
支
援
に
つ
い

て
、
手
厚
く
感
じ
ま
し
た
。
韓

国
は
貧
富
の
格
差
や
学
歴
社
会

の
背
景
が
あ
り
、
子
ど
も
達
に

大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

�

（
紫
野
）

男性も福祉館に積極的に来て、卓球
などのレクリエーションを楽しんで
います。

就労支援の一環のブローチ作り。参
加者は次回には講師として助言する
立場となり、自信をつけていきます。

韓国はＩＴ社会。高齢者もスマホやＰＣなど
積極的に使います。

ハンリン青少年福祉センターでは、
学校に行けなくなった児童への支援
をしていました。

研修報告を全員が終えて、ほっとし
た後で参加者で集合写真。

住民同士がボランティアとなり、見
守りの一人暮らしの方の食事作りを
します。

Happyzone を利用する皆さんと記念撮影。
Happyzoneの料理クラブ。中高生
手作りの本場のチヂミをご馳走にな
りました。

研修中、毎朝お世話になった定食屋さん
の朝食です。

　

研
修
報
告

日本海

チュンチョン
ソウル

韓国

◆研修参加者◆
団長　野尻俊介（府中市立特別養護老人ホームあさひ苑副施設長）
　　　峯　俊美（かんだ連雀在宅サービスセンター相談員）
　　　小畑大輔（府中市地域包括支援センター緑苑相談員）
　　　岩渕研哉（府中市地域包括支援センター泉苑相談員）
　　　白井厚子（母子生活支援施設白鳥寮母子支援員）
　　　紫野久子（母子生活支援施設網代ホームきずな母子支援員）
コーディネーター　金善英（法人スーパーバイザー）
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冬
が
訪
れ
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
一
層
増
し
、
空
気
も
だ
ん
だ
ん
と
乾
燥
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
季
節
一
番
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
ィ

ル
ス
で
す
。

　

職
員
も
研
修
な
ど
で
得
た
知
識
を
基
に
持
ち
込
ま
な
い
、
持
ち
出
さ
な
い
を
合
言
葉
に

感
染
予
防
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
か
ん
だ
連
雀
で
は
家
族
懇
談
会
の

際
に
、
ご
家
族
の
皆
様
へ
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

の
基
礎
知
識
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
風
邪
の

違
い
や
、
感
染
予
防
の
基
本
（
手
洗
い
・
う
が

い
等
）、
手
指
の
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
の
重
要

性
な
ど
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
実
際
に
手
洗
い
実
践
研
修
を
行
っ
て

頂
い
た
り
、
吐
物
処
理
の
方
法
を
見
て
頂
い
た

り
し
て
、
感
染
予
防
に
対
す
る
知
識
を
得
て
頂

き
、
職
員
・
ご
家
族
が
一
致
団
結
し
て
感
染
予

防
対
策
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
と
り
組
ん
で

い
ま
す
。

（
介
護
員　

斗
光　

泰
樹
）

感
染
予
防
対
策

寒
さ
な
ん
て
へ
っ
ち
ゃ
ら

　

外
を
歩
い
て
い
る
と
風
が
冷
た
く
て
ほ
っ
ぺ
が
ヒ
リ
ヒ
リ
痛
く
な
る
季
節
で
す
。

　

た
っ
ち
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
室
に
遊
び
に
来
た
子
ど
も
た
ち
も
、
全
身
モ
コ
モ
コ
で

と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
姿
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
手
足
が
と
っ
て
も
冷
た
く
て
持
参
し
た

荷
物
の
オ
ム
ツ
ま
で
ひ
ん
や
り
し
て
い
る
事
も
あ
り
ま
す
。
府
中
市
在
住
の
親
子
は
自
転

車
移
動
が
多
い
と
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
関
係
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
寒
さ
な
ん
て
な
ん
の
そ
の
！
保
育
室
に
は
床
暖
房
が
付
い
て

い
る
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
子
ど
も
た
ち
の
ほ
っ
ぺ
が
真
っ
赤
に
な
り
暖
房
を
消

し
て
も
半
袖
姿
に
な
っ
て
「
暑
い
ー
！
」
と
汗
を
か
き
な
が
ら
遊
ん
で
い
る
子
も
い
ま
す
。

大
人
は
つ
い
つ
い
「
寒
い
！
」
と
背
中
を
丸
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
を

見
習
っ
て
思
い
っ
切
り
身
体
を
動
か
し
て
み
る
と

案
外
暖
房
い
ら
ず
で
過
ご
せ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
こ
10
年
で
大
人
も
子
ど
も
も
低
体
温
化
が
進

ん
で
お
り
、
体
温
調
節
が
う
ま
く
機
能
で
き
な
い
子

も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
運
動
や
食
事
、
部
屋
の

温
度
な
ど
を
意
識
し
て
快
適
な
冬
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
担
当　

原
田
美
由
紀
）

たっち

連 雀

　

定
年
後
の
生
活
資
金
（
平
成
25
年
10
月
2
日
・
12
月
4
日
開
催
）

　

定
年
後
の
生
活
に
あ
る
程
度
の
経
済
的
な
ゆ
と
り
が
あ
り
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
は
誰
も
が
願
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
準
備
と
な
る
と
、
何
か

ら
手
を
つ
け
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
定
年
ま
で
に
ま
だ
間
が
あ
る
50
代
の
う
ち
に
、
資
産
（
預
貯

金
な
ど
）
と
負
債
（
ロ
ー
ン
）
残
高
を
確
認
し
て
、
ど
う
す
れ
ば
資
産
を

増
や
し
、
負
債
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
60

代
に
な
る
と
高
齢
の
親
の
介
護
の
こ
と
が
、
そ
し
て
70
代
に
な
る
と
自
分

や
配
偶
者
の
健
康
や
介
護
の
こ
と
が
心
配
に
な
る
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
い
ざ
と
な
っ
て
慌
て
な
い
よ
う
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
入
院
に
か

か
る
費
用
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
女
性
は
84
歳
、
男
性
は
78
歳
。
シ
ニ
ア
世
代
の

時
間
は
と
て
も
長
い
の
で
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
行
き
た
い
の
か
も
考

え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
働
き
続
け
る
の
か
、
地
域
活
動
に
取
り
組
む

の
か
、
趣
味
に
生
き
る
の
か
な
ど
で
す
。

　

公
的
年
金
の
受
給
開
始
年
齢
は
今
後
繰
り
上
が
っ
て
い
き
、
昭
和
36
年

生
ま
れ
の
男
性
は
65
歳
に
な
ら
な
い
と
年
金
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
受
給
額
も
減
少
傾
向
。
ま
た
、
消
費
税
率
も
上
が
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

毎
年
の
収
入
と
支
出
額
を
大
ま
か
で
も
い
い
の
で
算
出
し
て
、
収
支
差
が

赤
字
の
時
に
補
え
る
預
貯
金
の
準
備
を
若
い
う
ち
か
ら
考
え
て
お
く
の
が

ベ
ス
ト
。
こ
の
講
座
で
は
、
20
年
後
の
平
成
45
年
ま
で
に
ど
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
み
た
い
の
か
、
そ
れ
に
は
ど
の
く
ら
い
の
お
金
が
必
要
な
の
か
と

い
う
計
画
を
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
お
話
を
し
ま
し
た
。

　

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
た
現
役
時
代
と
は
異
な
り
、
定
年
退
職
後
の
働
き

方
に
は
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
生
活
費
の
不
足
額
は
働
き
続

け
る
こ
と
で
補
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
心
も
身
体
も
健

康
で
あ
る
こ
と
が
１
番
で
す
。�

上
野
廣
美
（
社
会
保
険
労
務
士
・
Ａ
Ｆ
Ｐ

法
人
事
務
局
事
務
長
）

　

多
様
化
す
る
シ
ニ
ア
の
住
ま
い

（
平
成
25
年
11
月
6
日
・
11
月
20
日
開
催
）

　

最
近
、
耳
慣
れ
な
い
名
前
の
シ
ニ
ア
の
た
め
の
住
ま
い
が
続
々
と

登
場
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
が
必
要
で
急
性
期
の
病
院
に
入
院
し
た
後
、
何
ら
か
の
医
療

行
為
が
継
続
的
に
必
要
に
な
っ
た
場
合
在
宅
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
療

養
型
病
院
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
在
宅
復
帰

を
目
指
す
な
ら
ば
老
人
保
健
施
設
に
行
き
3
～
6
ヶ
月
を
目
安
に
入

所
し
て
集
中
的
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。
た
だ
、
中
に
は
在
宅
復

帰
が
叶
わ
ず
老
人
保
健
施
設
で
介
護
中
心
の
入
所
施
設
へ
の
移
動
待

機
す
る
方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
認
知
症
が
重
度
の
方
に
つ

い
て
は
少
人
数
で
介
護
を
受
け
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
い
う
選
択
肢

も
あ
り
ま
す
。
在
宅
で
の
介
護
が
困
難
に
な
っ
て
も
高
度
の
医
療
が

必
要
で
な
け
れ
ば
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
付
有
料
老
人

ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
特
養
は
待
機
者

が
多
く
、
有
料
は
費
用
が
か
さ
み
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
介
護
保
険

適
用
施
設
の
多
く
は
介
護
度
が
重
い
方
優
先
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

　

今
、「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅
」
と
い
う
も
の
が

あ
ち
こ
ち
に
建
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の
よ

う
な
形
態
に
生
活
支
援
が
付
帯
し
て
い
て
、
外
付
け
の
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
月
額
の
費
用
は
医
療
介

護
の
費
用
を
除
い
て
15
～
25
万
円
か
か
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
大
手
の
建
設
会
社
や
外
食
産
業
な
ど
が
手
掛
け
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
同
じ
よ
う
に
終
生
入
居
で
き
る
よ
う
な

広
告
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ご
自
分
の
目
で
確
認
し
て
検
討
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
お
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご
家
族
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
そ
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

清
野
哲
男
（
社
会
福
祉
士
他
・
府
中
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

泉
苑　

支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

緑
苑
・
安
心
シ
ニ
ア
塾 
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今
年
の
冬
は
特
別
寒
い
で
す
ね
。

ご
利
用
者
や
職
員
の
冬
の
対
策
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

 

冬
の
過
ご
し
方

 

～
寒
い
冬
を
の
り
き
ろ
う
～



　

冬
至
が
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
冬
の
真
っ
た
だ
中
に
突
入
で

す
。
12
月
、1

月
と
続
く
こ
の
間
、
利
用
者
の
方
々
に
も

季
節
感
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
泉
苑
で
は
も
ち

つ
き
や
忘
年
会
、
年
越
し
蕎
麦
、
元
旦
の
お
せ
ち
等
、
古

く
か
ら
の
日
本
の
習
慣
や
伝
統
行
事
が
続
き
ま
す
。

　

特
に
日
本
の
伝
統
料
理
の
お
せ
ち
料
理
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
食
材
や
料
理
に
意
味
が
あ
り
、
食
事
係
と
し
て
も
思
い

を
込
め
て
丁
寧
に
作
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

12
月
の
頭
に
は
年
末
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
ク
リ

ス
マ
ス
が
終
わ
る
頃
よ
り
日
持
ち
す
る
品
か
ら
順
に
作
成

し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、こ
の「
お

せ
ち
」
を
含
め
た

「
和
食
」
が
ユ
ネ

ス
コ
の
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

　

和
食
に
携
わ
る

仕
事
に
今
後
も
誇

り
を
持
っ
て
精
進

し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

（
調
理
員　

小
林　

大
輔
）

お
せ
ち

　

シ
ル
バ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ス
タ
ジ
オ

　

寒
い
冬
が
い
よ
い
よ
や
っ
て
き
ま
し
た
。
寒
く
て
外
出

し
た
り
、
運
動
す
る
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
に
は
、
身
体
を
動
か
す
冬
に

ぴ
っ
た
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
千
代
田

区
の
介
護
予
防
事
業
の
シ
ル
バ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
タ
ジ

オ
で
す
。
65
歳
以
上
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
講
師
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
身
体
を
温
め
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
伸
ば
す
、
動
か
す
こ
と
が
中
心
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
き
っ
ち
り
そ
の

と
お
り
に
動
か
さ
な
く
て
も
大
丈
夫
な
の
で
、
参
加
し
て

い
る
皆
さ
ん
は
、
思
い
思
い
に
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
担
当
す
る
、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
の
方
も
、
寒
い
な
か
半

袖
で
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
寒
く
な
い
で
す
か
？
」
と

声
を
掛
け
る
と
、「
他
に
も

半
袖
の
人
も
い
る
し
寒
く
な

い
よ
」
と
。
数
え
る
と
確
か

に
、
数
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
講
師
の
方
も
半
袖
で

「
参
加
者
の
方
で
半
袖
の
方
が
い
る
の
に
私
が
長
袖
で
い

ら
れ
ま
せ
ん
」
と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
寒
さ
に
負
け
ず
に
と
き
に
は
身
体
を
動
か

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

（
介
護
員　

市
崎　

実
孝
）

冬
の
大
敵
！

冷
え
と
凝
り
に
は
・
・
・

　

寒
い
日
々
が
つ
づ
い
て
お
り
ま
す
。
緑
苑
で
も
ご
利
用

者
が
「
こ
た
つ
」
に
入
り
暖
を
と
っ
て
い
ま
す
。
昔
と
は

違
い
今
で
は
、
椅
子
の
ま
ま
入
れ
る
こ
た
つ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
な
ら
、
足
が
不
自
由
で
車
椅
子
を
使
っ
て
い
る
方
で

も
、
温
か
い
こ
た
つ
に
入
れ
ま
す
。

　

こ
た
つ
は
、

鎌
倉
時
代
に
中

国
か
ら
の
「
行

火（
あ
ん
か
）」

が
起
源
と
さ
れ
、

「
湯
た
ん
ぽ
」

の
よ
う
に
布
団

の
中
に
入
れ
た

そ
う
で
す
。
室

町
時
代
に
は

「
囲
炉
裏
」
を

使
い
、
江
戸
時

代
に
は
囲
炉
裏

を
掘
り
下
げ
た

「
掘
り
ご
た
つ
」、
次
に
「
火
鉢
」
と
や
ぐ
ら
が
一
体
化
、

そ
の
上
に
布
団
を
掛
け
た
現
在
の
形
の
「
こ
た
つ
」
が
生

ま
れ
た
そ
う
で
す
。

　

今
日
も
「
こ
た
つ
」
を
囲
み
、
皆
さ
ん
、
と
だ
ん
ら
ん

の
ひ
と
と
き
、
テ
レ
ビ
を
観
な
が
ら
「
み
か
ん
」
と
、
日

本
の
冬
が
垣
間
見
え
ま
す
。

　
（
生
活
相
談
員　

丸
山　
　

徹
）

　

公
園
の
葉
も
す
っ
か
り
枯
れ
葉
と
な
り
、
寒
さ
も
日
に

日
に
増
し
て
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
は
今
日
も
元
気
い

っ
ぱ
い
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
落
ち
葉
に
埋
も
れ
、
池
に

は
っ
た
氷
を
発
見
し
、
寒
さ
に
負
け
ず
冬
の
遊
び
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
季
節
に
不
安
が
つ
の
る
の
が
感
染
症

で
す
。
白
鳥
寮
の
子
ど
も
達
は
、
外
遊
び
か
ら
帰
っ
て
き

た
ら
ま
っ
す
ぐ
に
水
道
へ
と
走
っ
て
い
き
ま
す
。
水
道
の

取
り
合
い
を
し
つ
つ
、
保
育
士
に
な
だ
め
ら
れ
な
が
ら
一

列
に
並
び
、「
あ
わ
あ
わ
～
」
と
う
れ
し
そ
う
に
手
を
洗

っ
て
い
ま
す
。
が
ら
が
ら
ぺ
っ
と
洋
服
を
濡
ら
し
な
が
ら

う
が
い
も
済
ま
せ
、「
い
い
匂
い
！
」
と
洗
っ
た
手
を
自

慢
気
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
自
身
が
意
識
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
感
染
予
防

が
で
き
る
こ
と
は

と
て
も
い
い
事
で

す
。
た
く
さ
ん
遊

ん
で
た
く
さ
ん
食

べ
て
、
こ
の
冬
を

乗
り
越
え
た
い
で

す
ね
。

　
（
保
育
士　

萬　

友
希
子
）

　

周
辺
の
山
々
の
木
々
の
葉
は
、
日
を
追
う
ご
と
に
ひ
ら

ひ
ら
と
地
面
に
落
ち
て
い
き
ま
す
。
夏
に
は
た
く
さ
ん
い

た
昆
虫
た
ち
の
姿
も
す
っ
か
り
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

季
節
は
次
第
に
変
わ
っ
て
ゆ
き
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は

変
わ
ら
ず
元
気
で
す
！

　

今
日
は
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
し
に
外
に
出
ま
し
た
。
冬
で
も

Ｔ
シ
ャ
ツ
１
枚
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
過
ご
し
て
い
る
小
学

校
3
年
生
の
男
の
子
。
そ
ん
な
彼
の
姿
を
見
て
、
保
育
児

た
ち
も
駆
け
寄
っ
て
来
て
、
一
緒
に
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
し
て

遊
び
ま
し
た
。
彼
は
保
育
児
の
面
倒
も
し
っ
か
り
見
て
、

ず
い
ぶ
ん
お
兄
さ
ん
に
な
っ
た
ん
だ
な
と
、
感
心
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
シ

ャ
ボ
ン
玉
が
空
へ

上
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
精

い
っ
ぱ
い
の
背
伸

び
を
し
て
、
空
へ

向
か
っ
て
い
く
シ

ャ
ボ
ン
玉
を
い
つ

ま
で
も
見
つ
め
て

い
ま
し
た
。

（
少
年
指
導
員　

山
城　

克
之
）

　

冬
に
な
る
と
こ
た
つ
に
入
り
、
み
か
ん
を
食
べ
な
が
ら

テ
レ
ビ
を
見
る
と
い
う
光
景
も
見
か
け
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。（
緑
苑
で
は
昔
な
が
ら
で
す
が
・
・
・
）

　

Ｔ
様
の
お
宅
を
訪
問
す
る
と
、
練
炭
で
は
な
く
な
っ
た

も
の
の
今
で
も
掘
り
ご
た
つ
に
み
か
ん
が
置
か
れ
、
と
て

も
懐
か
し
く
温
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
半
面
、
こ
の
寒
い
季
節
は
こ
た
つ
に
潜
る
と
動
き

た
く
な
く
な
り
、
同
じ
姿
勢
で
い
る
と
全
身
が
凝
り
固
ま

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
凝
り
が
強
く
な
る
と
痛
み
で
眠
れ
な

い
、
血
行
が
悪
く
な
り
冷
え
や
全
身
が
だ
る
く
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
凝
り
を
強
く
感
じ
る
部
分
を
直
接
刺
激
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
耳
た

ぶ
を
親
指
と
人
差
し
指
で
挟
み
刺
激
す
る
の
も
効
果
的
だ

そ
う
で
す
。

　

今
度
、
Ｔ
様
に
も

声
を
か
け
一
緒
に
や

っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
か
ら
だ
の

凝
り
が
軽
く
な
る
と

い
い
で
す
ね

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　

波
連
ひ
と
み
）

岩本町

冬
将
軍
だ
っ
て

僕
の
友
だ
ち

外
遊
び
の
後
は
…

炬
燵
（
こ
た
つ
）

しらとり

緑 苑

きずな

泉　苑

あさひ苑
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季刊しんあい89号

手
洗
い
や
う
が
い
を
し
っ
か
り
し

て
、
感
染
症
予
防
を
し
て
、
こ
の

冬
を
乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
き
ず
な　

紫
野
久
子
）

先
日
こ
た
つ
を
出
し
ま
し
た
。
こ

た
つ
に
入
っ
て
食
べ
る
ア
イ
ス
が
、

こ
の
頃
の
最
高
の
贅
沢
で
す
。

（
た
っ
ち　

山
本
菜
穂
子
）

寒
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

モ
リ
モ
リ
食
べ
て
冬
を
乗
り
切
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
し
ら
と
り　

萬
友
希
子
）

久
し
ぶ
り
に
熱
を
出
し
て
寝
込
み

ま
し
た
。「
健
康
が
何
よ
り
！
」

と
回
復
し
て
思
う
今
日
こ
の
頃
。

（
泉
苑　

岩
渕
研
哉
）

寝
る
前
の
湯
た
ん
ぽ
作
り
が
日
課

に
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
風

邪
を
引
か
な
い
冬
を
目
指
し
ま
す
。

　
（
岩
本　

天
野
英
恵
）

持
ち
込
ま
な
い
、
持
ち
出
さ
な
い

を
基
本
に
感
染
予
防
対
策
に
励
ん

で
い
ま
す
。

（
か
ん
だ
連
雀　

浅
見
達
也
）

暖
か
い
鍋
と
芋
焼
酎
の
お
湯
割
り

で
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

片
渕
誠
）

自
転
車
通
勤
者
に
は
辛
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
帽
子
・
手
袋
と
完

全
防
備
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

伊
東
裕
子
）

ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
を
全
身
に
ま
と
い
、

こ
の
冬
を
乗
り
切
り
ま
す
。
心
も

ぬ
く
ぬ
く
で
す
。

（
緑
苑　

西
林
昌
子
）

首
・
手
首
・
足
首
を
冷
や
さ
ぬ
よ

う
心
が
け
、
家
庭
内
で
も
一
処
置

一
手
洗
い
、
睡
眠
時
間
を
確
保
し

て
、
冬
の
健
康
管
理
に
努
め
ま
す
。

（
事
務
局　

青
木
志
乃
）

胸
式
呼
吸
で
深
層
筋
を
活
性
化
さ

せ
て
、
身
体
の
代
謝
を
よ
く
し
ま

す
。
今
年
も
健
康
な
身
体
で
1
年

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

（
編
集
長　

上
野
廣
美
）

会
田
久
枝　

青
山
幸
子　

赤
林
好
子　

浅
野
貞
子　

朝
日
保
育

所　

浅
見
ス
ジ
子　

網
代
恵
美　

網
代
弘
子　

荒
波
智
子　

有

本
陽
子　

安
藤
尚
子　

飯
塚
喜
亥
子　

井
口
イ
マ　

囲
碁
を
楽

し
む
会　

石
井
悦
子　

石
井
忠
男　

石
井
久
子　

石
井
宏　

石

川
美
佐
枝　

石
坂
勝
世　

石
坂
ト
メ
ヨ　

石
坂
友
子　

石
澤
圭

子　

伊
集
院
摂
都
子　

市
川
ア
イ
子　

市
川
知
子　

遠
藤
伊
代

　

伊
藤
徳
三
郎　

伊
東
冨
美
子　

井
上
真
左
子　

岩
崎
敏
信　

植
松
八
千
代　

魚
川
桂
子　

鵜
澤
シ
ズ　

内
堀
美
喜　

梅
林
治

代　

梅
原
薫　

梅
原
光
洋　

卜
部
和
子　

上
床
晃
代　

遠
藤
慧

子　

遠
藤
圭
太　

遠
藤
み
つ
よ　

遠
藤
陽
子　

大
久
保
は
る
み　

大
久
保
峯
子　

大
倉
弘
子　

大
島
庸
子　

大
野
文
子　

緒
方
シ

ゲ
子　

岡
田
智
子　

岡
田
基
子　

岡
野
登
喜
江　

岡
裕
子　

小

川
健
治　

荻
野
和
子　

奥
山
亜
子　

奥
山
チ
ヤ
子　

小
倉
富
子

　

小
倉
道
子　

オ
コ
サ
の
会　

尾
崎
節
子　

尾
崎
晴
子　

尾
崎

紘
之　

尾
崎
靖
宣　

尾
崎
ヨ
シ
子　

尾
崎
佳
子　

小
貫
良
子　

お
は
な
し
夢
く
ら
ぶ　

尾
山
由
実
子　

折
田
浩
一　

御
野
礼
子　

海
江
田
紀
久
子　

笠
間
豊
子　

梶
谷
ゆ
か
り　

鹿
島
千
重
子　

鹿
島
キ
チ　

梶
山
ア
サ
ミ　

梶
原
栄
造　

片
桐
キ
ミ
子　

カ
ッ
ト

サ
ロ
ン
ア
ベ　

加
藤
静　

加
藤
規
子　

加
藤
芙
美
子　

加
藤
洋
子

　

金
澤
静
江　

上
沢
美
和
子　

亀
岡
紀
知
信　

河
野
ひ
ろ
み　

岸
波
え
り　

北
島
章
雄　

北
島
美
恵
子　

北
村
よ
し
こ　

木
森

哲　

草
野
美
鈴　

具
嶋
郁
子　

久
野
晃　

久
保
田
摩
耶
子　

蔵

内
睦
子　

栗
原
宏
子　

弦
間
ま
さ　

小
石
暁
子　

小
出
晨
一　

小

出
由
美
子　

小
岩
井
雅
人　

近
藤
和
美　

河
野
ト
シ
ヨ　

国
府

よ
さ
こ
い　

小
島
ユ
ミ
子　

小
島
百
合
子　

小
菅
よ
し
江　

後
藤

寿
枝　

後
藤
祐
輝　

小
林
貞
子　

小
林
真
弓　

小
林
美
代
子　

小
林
わ
か
子　

駒
ヶ
嶺
泰
秀　

是
永
美
代
子　

紺
野
和
子　

今

野
幸
子　

ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ　

斎
藤
孝
子　

斉
藤
ヨ
シ
子　

佐
伯
美
智
子　

酒
井
和
子　

坂
井
香
奈
絵　

坂
本
越
子　

坂
本

敬
子　

佐
久
間
桂
子　

櫻
井
正
治　

佐
々
木
真
由
紀　

佐
藤
英

子　

佐
藤
公
子　

佐
藤
妙
子　

佐
藤
な
か
子　

佐
藤
初
江　

佐

野
田
鶴
子　

澤
良
子　

J
X
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
株
）　

塩

澤
佳
津
子　

塩
田
り
さ　

重
田
文
子　

品
田
啓
子　

芝
嵜
浩
一　

芝
辻
義
治　

渋
谷
好
子　

島
田
た
ず　

清
水
文
枝　

下
江
美
鈴

　

下
宏
子　

私
立
白
糸
さ
く
ら
ん
ぼ
保
育
園　

進
藤
サ
エ
子　

進

藤
琿
子　

新
村
信
子　

杉
本　

節
子　

杉
山
恵
子　

鈴
木
暉
子

　

鈴
木
め
ぐ
み　

鈴
木
好
枝　

鈴
木
嘉
子　

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ

ー
ヒ
ー　

瀬
戸
貞
子　

浅
間
の
森
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
集
い　

高
井
汪

子　

高
鍋
恵
子　

鷹
野
榮
子　

高
橋
恭
子　

高
橋
ち
よ
子　

高

橋
尚
子　

竹
内
由
美
子　

武
野
純
子　

竹
松
ふ
く　

田
島
み
よ

　

湛
啓
子　

辰
本
ケ
イ
コ　

田
中
久
美
子　

田
中
ヒ
サ
子　

田

中
翠　

田
部
美
智
子　

多
摩
ス
マ
イ
ル
吹
奏
楽
団　

丹
野
由
紀

子　

千
葉
芳
子　

土
屋
と
き
枝　

寺
町
律
子　

寺
村
京
子　

東

郷
實
枝
子　

常
世
田
ひ
か
り　

戸
島
正
子　

栃
谷
さ
き　

富
田

和
代　

中
井
道
子　

中
垣
春
代　

中
下
秀
子　

長
島
広
美　

中

村
紀
久
子　

中
村
清
美　

中
村
奈
保
子　

中
村
フ
サ
子　

中
村

美
佐
江　

中
村
恭
俊　

中
山
康　

成
島
久
恵　

西
川
順
子　

西

久
保
長
子　

西
村
珠
美　

二
宮
澄
子　

野
坂
昭
弘　

野
坂
い
く

世　

埜
崎
聖
子　

の
び
る
会　

萩
原
八
枝　

橋
場
昭　

橋
本
巌

　

橋
本
恵
子　

長
谷
川
宣
子　

波
多
野
慶
子　

羽
鳥
み
の
る　

濱
田
真
理
奈　

林
比
典
子　

早
矢
仕
房
男　

羽
山
直
子　

原
田

圀
彦　

原
田
康
子　

原
俊
江　

樋
口
政
子　

樋
口
よ
し
子　

肥

後
住
江　

尾
藤
智
子　

平
泉
順
子　

平
尾
佳
奈
子　

平
岡
美
津

子　

平
澤
み
ど
り　

平
田
敦
子　

平
野
恵
子　

広
木
き
く
江　

福
田
佐
代
子　

藤
記
節
子　

府
中
け
や
き
の
森
学
園　

府
中
第

二
中
学
校
合
唱
部　

船
岡
栄
子　

舟
久
保
良
子　

舟
見
三
佐
子

　

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
浅
間　

星
川
美
津
子　

星
野
み
な
み　

星
野

ユ
キ
エ　

星
野
若
佐　

堀
田
武
三
郎　

堀
切
重
明　

本
田
ひ
ろ
み

　

本
多
美
智
子　

孫
田
一
昭　

政
所
優
季　

増
田
博
美　

町
田

武
年　

町
田
知
行　

松
尾
和
枝　

松
下
朗　

松
田
恵
子　

松
野

ア
イ　

松
原
友
子　

丸
田
の
ぶ
子　

三
坂
和
子　

箕
輪
和
子　

三
輪
孝
子　

宮
崎
清
子　

宮
崎
美
佐
恵　

宮
下
美
智
子　

明
神

淑
恵　

明
神
冷
子　

村
井
福
子　

村
野
豊
子　

望
月
友
子　

本

野
幸
子　

百
瀬
洋
子　

森
澤
典
子　

森
脇
敦
子　

八
重
の
会　

谷
貝
祥
子　

安
井
忠
昭　

柳
澤
直
美　

山
口
駿　

山
下
優
子　

山
田
一
丸　

山
田
佳
津
江　

山
田
ケ
イ
子　

山
田
順
子　

山
本
千

津
子　

山
本
博
子　

山
本
峯
子　

鑓
溝
千
寿
子　

ゆ
う
か
フ
ァ

ミ
リ
ー　

悠
学
の
会　

尹
鮮
希　

横
尾
千
絵　

横
尾
美
知
子　

吉
木
京
子　

吉
田
恒
雄　

吉
田
睦
子　

米
山
秀
子　

る
り
ま
つ

り
の
会　

朗
読
赤
十
字
奉
仕
団　

ワ
イ
ピ
オ
ホ
ア
ロ
ハ　

脇
山
令

子　

渡
辺
勇　

渡
辺
一
恵　

渡
辺
勝
征　

渡
辺
キ
ク　

渡
辺
久

代　

渡
邉
弘
子　

渡
辺
浩
美　

渡
邉
房
子　

渡
辺
守　

　
　
　

（
２
０
１
３
年
10
月
～
２
０
１
３
年
12
月
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
・
御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

㈲
秋
山
酒
店　

㈱
ア
ッ
プ
ル
フ
ァ
ー
ム　

㈱
ア
ビ
ッ
ク　

伊
藤
忠
テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ　

㈱
エ
ム
シ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

岡
田
敏
子　

金
沢
静
江　

河
北
英
子　

㈱
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京　

㈱
劇
団
飛
行
船
東
京
支
社　

公
益
財
団
法
人
オ
リ
ッ
ク
ス
財
団　

国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
あ
き
る
野　

後
藤
靖
和　

㈱
三
建
サ
ー
ビ
ス
工
事　

㈱
三
晃　

浄
土
宗
八
王
子
組
青
年
会　

須
藤
光
忠　

Ｊ
Ｘ

日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱　

鈴
木　

幸
則　

セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン　

㈱
ダ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ
グ
ル
ー
プ　

田
中
啓
行　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ど
ん
ぐ
り
パ
ン　

戸
塚
賢
治　

樋
口
紀
子　

泥
谷
倫
子　

堀
江
和
子

　

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会
社　

㈱
ヤ
ク
ル
ト
球
団　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
０
１
３
年
10
月
～
２
０
１
３
年
12
月
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

泉
苑語

り
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

蔵
内
さ
ん
と
上
床
さ
ん
の
２
人

が
約
３
年
前
か
ら
１
か
月
に
１
度

の
ペ
ー
ス
で
特
養
の
ご
利
用
者
に
、

昔
話
を
し
た
り
、
紙
芝
居
を
読
ん

だ
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
下
さ

っ
て
い
ま
す
。

　
「
昔
話
を
す
る
と
ご
利
用
者
の

表
情
が
明
る
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

寝
て
い
た
り
、
眼
を
つ
ぶ
っ
て
い

る
方
も
い
ま
す
が
、
と
て
も
心
地

良
さ
そ
う
で
す
。
人
の
話
し
て
い

る
声
や
歌
に
気
持
ち
が
落
ち
着
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
の

こ
と
。
ご
利
用
者
も
笑
顔
と
な
り
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
空
間
を
作
り
出

し
て
い
ま
し
た
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

岩
渕
研
哉
）

10
古紙配合率100％再生紙を使用しています

多摩同胞会の

ホームページを

携帯でもどうぞ！

介護に関するご相談は
無料ダイヤルで！

・泉苑
老後支援 24 時 間

・あさひ苑
福祉にっこり24時間


